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本学学生企画・子ども食堂「kiwi 食堂」の開催について 

 岩手県立大学では、学生が企画・主催を務める子ども食堂「kiwi 食堂」を開催します。 

 本企画は、昨年度に社会福祉学部が実施したニュージーランド研修の参加者である学生たち

が、ニュージーランドで自分たちの力で集めた資金を基に開催するものです。 

研修成果報告を兼ねて開催する「kiwi 食堂」の心意気をぜひマスコミの方にも見ていただき

たいです。 

どうぞ、これを取材の上、報道くださいますようお願いいたします。 

記 

１ 日時 

  令和元年７月６日（土）11 時～14時（10 時 30 分バス停集合） 

２ 場所（開催内容） 

  本学滝沢キャンパス体育館（ゲーム） 

      〃    学生食堂（kiwi 食堂・ニュージーランド紹介） 

３ 対象者（※申込締切済） 

  ひとり親世帯のお子さんや、放課後等デイサービスを利用する障がいのあるお子さんなど

（30 名程度） 

４ 主催 

  本学社会福祉学部ニュージーランド研修参加学生（岩手県立大学 N2チーム）７名 

５ 共催・資金応援 

 (1) 共  催 NPO 法人インクルいわて 

 (2) 資金応援 ニュージーランド クライストチャーチ市の皆さん 

 

（「６」以降は裏面。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】櫻研究室 sakura@iwate-pu.ac.jp 019-694-2300 

  

「kiwi」とは、「ニュージーランドの人たち」を意味する愛称です。 

この食堂は、ニュージーランドの皆さんと日本の子どもをつなぐ、海を越えた楽しい催しです。 

研修の成果報告会も含めて、ぜひご取材・ご報道をお願いいたします！ 



 

 

 ６ 経緯 

昨年度、社会福祉学部のニュージーランド（以下「NZ」という。）研修プログラムで、学生た

ちは NZ 南島のクライストチャーチ市で開催された JAPAN DAY（東日本復興支援イベント）に参

加しました。 

学生たちは、イベントの自主企画ブースで、NZの JAPAN DAY 参加者に対し、研修前に立てた子

ども食堂の企画をジェスチャーと出来得る限りの英語を駆使して説明したり、自分達で考えたゲ

ームや商品販売等をしたりして、自律的資金（ファンドレイジングや NZの皆さんからの寄附金）

を調達しました。 

その資金を基に、帰国後に企画を更に練って、NPO 法人インクルいわての利用者や、NPO 法人ワ

ーカーズコープが実施する放課後デイサービスを利用する子どもたち、そして特別支援学校の子

どもたちにチラシを配り、参加者を募って、参加費無料の子ども食堂として「kiwi 食堂」の開催

に至りました。 

子ども食堂では、食事の他にみんなで楽しめるゲームをしたり、NZの紹介をしたりします。食

事として提供するデザートは、NZの方からアドバイスを受けたゼリーです。みんなでそれぞれデ

コレートして楽しみます。 

学生たちは、ニュージーランドで子供の教育・福祉やインクルージョンを学んできました。 

岩手の子どもたちのために自主企画事業を実施することも、学生たちにとって大きな学び

の一つです。 

「kiwi 食堂」は、子ども食堂とニュージーランド研修の成果報告会を兼ねて開催します。 

ぜひ関係各位、ご取材等をよろしくお願いいたします。 

 

７ 取材時の注意事項 

  お顔の写真撮影などを辞退される参加者の方がいらっしゃる可能性があります。 

  写真撮影時や取材時には、参加者への配慮を念頭に、ご対応をお願いいたします。 

  また、取材に関して、参加者や本学教職員から指示があった場合は、それに従うよう、併せて

お願いいたします。 

 

８ 添付資料 

 (1) 子どもたちに配布した「kiwi 食堂」の開催案内チラシ 

 (2) 本学社会福祉学部ニュージーランド研修に紐づく研修フロー図 







地域実践学習

ニュージーランド研修

ＮＺ学習開始

●ＮＺ研修実施
・ＮＺの福祉・教育システム基礎研修
・ファンド・レイジング(自律的資金獲得）研修

研修テーマにそって準備学習

ＮＺ訪問先決定

ＮＺ研修・学習テーマ検討

研修(単年）フロー図

地域企画のブラッシュアップ

地元企業等との連携
（事業視点・手法の学習）

地元NPO法人との連携
（福祉実践の視点・手法の学習）

子どもの貧困対策
地域企画の検討

事前学習開始
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子どもの貧困対策
地域企画の決定

子どもの貧困対策

地域企画の実践
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●学生の獲得目標
１ 多面的に見る力
２ 対話し協働できる力
３ 行動を起こせる力

・ＮＺ研修報告会の開催
・研修報告集の発行


